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和
歌
（
短
歌
）
の
表
現
技
法 

万
葉
歌
（
音
声
の
時
代
）
の
枕
詞
・
序
詞
か
ら
古
今
歌
（
文
字
の
時

代
）
の
掛
詞
・
縁
語
へ
の
変
遷
に
か
か
る
一
考
察 

 

（
要
旨
） 

（
全
日
本
大
学
開
放
推
進
機
構
監
事
）  

浅
岡 

純
朗 

 

一 

万
葉
歌
の
枕
詞
・
序
詞 

 

文
字
が
な
く
、
音
声
で
和
歌
（
短
歌
）
を
吟
詠
・
唱
和
し
た
万
葉
時
代
以
前

に
あ
っ
て
は
、
い
ち
早
く
歌
題
や
語
音
順
な
ど
を
唱
和
者
に
知
ら
せ
る
た
め
、

初
句
五
音
・
第
三
句
五
音
の
枕
詞
と
そ
の
直
後
の
語
句
を
特
定
し
て
お
く
必
要

が
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
（
い
わ
ば
標
識
と
し
て
の
働
き
を
、
仮
に
、「
サ

イ
ン
機
能
」
と
称
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
は
、
別
表
の
通
り
、
初
句
切
れ
・

三
句
切
れ
を
抑
止
す
る
働
き
が
あ
っ
た
。）
。 

 

二 

古
今
歌
の
掛
詞
・
縁
語 

 

和
歌
（
短
歌
）
が
文
字
を
取
得
し
た
古
今
時
代
以
降
に
あ
っ
て
は
、
吟
詠
・

唱
和
の
風
潮
は
依
然
と
し
て
続
い
た
が
、
も
は
や
、
万
葉
時
代
以
前
の
よ
う
な

サ
イ
ン
機
能
の
必
要
性
が
薄
れ
、
初
句
五
音
を
残
し
て
歌
意
を
複
雑
化
さ
せ
る

方
向
に
進
ん
だ
、
と
考
え
ら
れ
る
。
古
今
歌
の
掛
詞
・
縁
語
共
に
、
万
葉
歌
の

枕
詞
・
序
詞
の
一
型
で
あ
る
同
音
異
義
式
に
由
来
す
る
が
、
そ
の
働
き
は
サ
イ

ン
機
能
で
は
な
く
、「
意
味
転
用
」
の
表
裏
性
、
二
重
性
に
焦
点
を
合
わ
せ
た

も
の
で
あ
っ
た
（
い
わ
ば
意
味
の
転
用
と
い
う
働
き
を
、
仮
に
「
ボ
ウ
ス
サ
イ

ド
機
能
」
と
称
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
に
は
、
別
表
の
通
り
、
一
定
の
句
切
れ

と
抑
止
し
た
り
誘
導
し
た
り
す
る
働
き
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。）。 

 

三 
古
今
歌
の
「
減
ら
な
い
二
句
切
れ
」
と
「
増
え
る
三
句
切
れ
」 

 

一
方
、
和
歌
（
短
歌
）
の
表
現
技
法
と
し
て
は
、
深
層
的
構
造
と
見
ら
れ
る
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「
句
切
れ
」
に
お
い
て
、
万
葉
歌
の
二
句
切
れ
、
四
句
切
れ
か
ら
古
今
歌
の
二

句
切
れ
・
三
句
切
れ
に
は
推
移
し
た
成
員
を
、
先
行
確
率
で
①
上
三
句
＋
下
三

句
の
歌
形
の
基
と
な
っ
た
「
短
文
表
現
」
の
多
様
性
、
②
呼
び
か
け
・
倒
置
な

ど
の
表
現
区
分
、
文
法
上
は
述
部
に
お
け
る
用
言
助
動
詞
の
終
止
形
終
始
方
か

ら
「
係
り
結
び
」
終
止
法
な
ど
一
の
状
態
が
も
た
ら
す
結
果
を
検
証
・
引
用
し

つ
つ
説
明
し
た
が
、
題
材
の
中
心
と
な
る
語
句
が
第
三
句
に
あ
っ
て
、
そ
の
語

が
上
下
に
関
わ
る
構
成
を
も
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
中
実
構
成
」
の
表
現
技
法
か
さ

ん
句
切
れ
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
分
析
が
及
ば
な
か
っ
た
。 

 

四 

一
広
の
ま
と
め
と
今
後
の
研
究
課
題 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
①
万
葉
歌
の
枕
詞
・
序
詞
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
「
サ
イ
ン

機
能
」
ゆ
え
に
、
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
が
抑
止
さ
れ
る
直
接
的
な
影
響
を
発

揮
し
た
が
、
②
古
今
歌
の
○ア
枕
詞
・
序
詞
は
機
能
の
必
要
性
が
薄
れ
、
○イ
掛
詞
・

縁
語
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
「
ボ
ウ
ス
サ
イ
ド
機
能
」
ゆ
え
に
句
切
れ
と
の
因
果

関
係
と
見
出
せ
な
か
っ
た
。 

 

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
は
、
先
の
研
究
で
得
ら
れ
た
分
析
手
法
が
、
古
今

歌
の
後
は
も
ち
ろ
ん
、
遡
っ
て
万
葉
歌
に
も
有
効
な
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
。 
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和
歌
（
短
歌
）
の
表
現
技
法 

万
葉
歌
（
音
声
の
時
代
）
の
枕
詞
・
序
詞
か
ら
古
今
歌
（
文

字
の
時
代
）
の
掛
詞
・
縁
語
へ
の
変
遷
に
か
か
る
一
考
察 

 
 

 
 

 
 

 
（
全
日
本
大
学
開
放
推
進
機
構
監
事
）
浅
岡 

純
朗 

 

一 

は
じ
め
に 

(

一)
 

 

枕
詞
・
序
詞
の
定
義
（
注
１
） 

枕
詞
は
、
「
普
通
五
言
句
か
ら
な
る
。
あ
る
語
句
の
直
前
に
置
い
て
、

声
調
を
整
え
た
り
、
印
象
を
強
め
た
り
、
そ
の
語
句
に
具
体
的
な
イ
メ

ー
ジ
を
与
え
た
り
す
る
技
法
。
特
定
の
語
句
に
特
定
の
枕
詞
が
か
か
る

と
い
う
固
定
性
が
強
い
。
五
音
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
そ
の
働
き
は

序
詞
と
ほ
ぼ
同
じ
。
序
詞
と
と
も
に
、
『
万
葉
集
』
以
来
の
技
法
で
、

枕
詞
を
含
ん
で
構
成
さ
れ
た
序
詞
も
少
な
く
な
い
。
か
か
り
方
は
、
お

お
む
ね
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。 

① 

比
喩
な
ど
語
の
意
味
に
よ
る
も
の 

② 

語
の
音
に
よ
る
も
の 

○ア 

掛
詞
式 

 
 

同
音
異
義
式
（
筆
者
注
） 

○イ 

同
音
繰
り
返
し
式
」
、 

 

序
詞
は
、
「
あ
る
語
句
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
技
法
。
七
音

以
上
の
長
さ
で
、
作
者
の
独
創
に
よ
る
語
句
で
あ
る
点
が
枕
詞
と
は
異

な
る
。
序
詞
の
多
く
は
自
然
の
景
物
と
心
情
を
対
応
さ
せ
、
心
の
あ
り

よ
う
を
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
形
づ
く
る
。
か
か
り
方
は
、
お
お

む
ね
次
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。 

① 

比
喩
な
ど
語
の
意
味
に
よ
る
も
の 

② 

語
の
音
に
よ
る
も
の 

○ア 

掛
詞
式 

 
 

同
音
異
義
式
（
筆
者
注
） 

○イ 

同
音
繰
り
返
し
式
」
、 

 

と
さ
れ
る
。 

(

二)
 

 

掛
詞
・
縁
語
の
定
義
（
注
１
） 

掛
詞
は
、「
同
音
異
義
の
二
語
を
重
ね
用
い
る
技
法
。
同
音
異
義
語
の

一
方
は
自
然
の
景
物
を
、
も
う
一
方
は
人
間
の
心
情
や
状
態
を
表
す
こ

と
が
多
く
、
そ
の
自
然
の
景
物
に
よ
っ
て
心
情
や
状
態
を
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
形
づ
く
る
。
縁
語
と
と
も
に
『
古
今
和
歌
集
』
の
時
代

か
ら
発
展
し
た
。
」
、 

縁
語
は
、「
意
味
的
に
関
連
の
深
い
語
群
を
意
識
的
に
詠
み
込
む
こ
と

で
、
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
創
り
出
す
技
法
。
一
首
の
中
で
、
掛
詞
と
と

も
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
」
、
と
さ
れ
る
が
、
『
万
葉
集
』
の
時

代
に
も
僅
少
な
が
ら
こ
の
技
法
も
散
見
さ
れ
る
。 

(

三)
 

 

掛
詞
・
縁
語
の
初
出
等 
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① 
 

掛
詞
・
縁
語
の
初
出
歌 

・ 
へ
そ
か
た
の 

は
や
し
の
さ
き
の 

さ
の
は
り
の 

き
ぬ
に
つ
く

な
す 

め
に
つ
く
わ
が
せ 

（
万
葉
巻
一
・
雑
歌
・
一
九
・
作
者

未
詳
） 

伊
藤
博
氏
（
注
２
）
に
よ
れ
ば
、
第
三
句
冒
頭
「
さ
の
は
り
の
」
の

「
は
り
」
は
、
「
榛
（
ハ
ン
）
の
木
」
の
こ
と
で
、
「
針
」
の
掛
詞
、
次

句
冒
頭
「
き
ぬ
に
つ
く
な
す
」
の
「
き
ぬ
」
す
な
わ
ち
「
衣
」
の
縁
語

と
な
る
、
と
い
う
。
詠
歌
年
代
は
、
天
智
年
代
（
六
六
一
〜
六
七
一
）

未
詳
。 

② 
 

掛
詞
の
類
歌 

・ 

は
る
く
さ
を 

う
ま
く
ひ
や
ま
ゆ 

こ
え
く
な
る 

か
り
の
つ
か

ひ
は 

や
ど
り
す
ぐ
な
り 

（
巻
九
・
雑
歌
・
一
七
一
二
・
作
者

未
詳
） 

前
出
の
伊
藤
博
氏
に
よ
れ
ば
第
二
句
冒
頭
「
う
ま
（
馬
）
」
ま
で
が
序

詞
、
「
く
ひ
や
ま
（
昨
山
）
」
を
起
こ
す
、
と
す
る
が
、
中
西
進
氏
（
注

３
）
に
よ
れ
ば
、
春
の
草
を
「
馬
が
食
う
」
と
し
、
「
馬
昨
山
」
の
掛

詞
に
な
る
、
と
い
う
。
詠
歌
年
代
は
、
文
武
三
（
六
九
九
）
年
。 

・ 

わ
ぎ
も
こ
を 

は
や
み
は
ま
か
ぜ 

や
ま
と
な
る 

わ
れ
ま
つ
つ

ば
き 

ふ
か
ず
あ
る
な
ゆ
め
（
巻
一
・
雑
歌
・
七
三
・
長
皇
子
）

慶
雲
三
（
七
〇
六
）
年
。 

・ 

を
と
め
ら
が 

そ
で
ふ
る
や
ま
の 

み
づ
か
き
の 

ひ
さ
し
き
と

き
ゆ 

お
も
ひ
き
わ
れ
は
（
巻
四
・
相
聞
・
五
〇
四
・
柿
本
朝
臣

人
麿
）
文
武
年
次
（
六
九
七
〜
七
〇
六
）
未
詳
。 

・ 

き
み
が
い
へ
に 

わ
が
す
み
さ
か
の 

い
へ
ぢ
を
も 

わ
れ
は
わ

す
れ
じ 

い
の
ち
し
な
ず
は
（
巻
四
・
相
聞
・
五
〇
七
・
柿
本
朝

臣
人
麿
妻
）
文
武
年
次
（
六
九
七
〜
七
〇
六
）
未
詳
。 

・ 

わ
た
の
そ
こ 

お
き
つ
し
ら
な
み 

た
っ
た
や
ま 

い
つ
か
こ
え

な
む 

い
も
が
あ
た
り
み
む
（
巻
一
・
雑
歌
・
八
三
・
作
者
未
詳
）

和
銅
五
（
七
一
二
）
年
。 

・ 

お
と
に
き
き 

め
に
は
い
ま
だ
み
ず 

さ
よ
ひ
め
が 

ひ
れ
ふ
り

き
と
ふ 

き
み
ま
つ
ら
や
ま
（
巻
五
・
雑
歌
・
八
八
七
・
三
嶋
王
）

天
平
二
（
七
三
〇
）
年
。 

・ 

わ
が
や
ど
の 

き
み
ま
つ
の
き
に 

ふ
る
ゆ
き
の 

ゆ
き
に
は
ゆ

か
じ 

ま
ち
に
し
ま
た
む
（
巻
六
・
雑
歌
・
一
〇
四
五
・
作
者
未

詳
）
天
平
一
六
（
七
四
四
）
年
。 

・ 

き
み
に
よ
り 

わ
が
な
は
す
で
に 

た
つ
た
や
ま 

た
ち
た
る
こ

ひ
の 

し
げ
き
こ
ろ
か
も
（
巻
一
七
・
三
九
五
三
・
平
群
氏
女
郎
） 

前
出
の
伊
藤
博
氏
、
中
西
進
氏
の
両
氏
と
も
に
、
上
二
句
が
第
三
句

「
た
っ
た
や
ま
（
竜
田
山
ま
た
は
立
田
山
）
」
を
起
こ
す
序
詞
、
重
ね

て
上
三
句
が
「
た
ち
た
る
（
絶
ち
た
る
）
」
を
起
こ
す
序
詞
の
二
重
の
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序
詞
を
構
成
す
る
が
、
井
手
至
氏
（
注
６
）
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
「
序

詞
中
の
序
詞
は
、
本
来
の
序
詞
と
し
て
の
あ
り
方
を
逸
脱
し
て
、
歌
の

主
想
の
表
現
に
荷
担
し
、
そ
の
主
旨
を
補
足
し
て
い
る
」
と
す
る
が
、

万
葉
歌
の
表
現
技
法
で
そ
こ
ま
で
複
雑
化
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。
詠
歌
年
代
は
、
天
平
一
八
（
七
四
六
）
年
。 

・ 

ま
つ
の
は
な 
は
な
か
ず
に
し
も 

わ
が
せ
こ
が 

お
も
へ
ら
な

く
に 

も
と
な
さ
き
つ
つ
（
巻
一
七
・
三
九
六
四
・
平
群
氏
女
郎
）

同
右
。 

・ 

か
す
が
の
に 

あ
は
ま
け
り
せ
ば 

し
し
ま
ち
に 

つ
ぎ
て
ゆ
か

ま
し
を 

や
し
ろ
し
う
ら
め
し
（
巻
三
・
譬
喩
歌
・
四
〇
八
・
佐

伯
宿
称
赤
麿
）
天
平
年
次
（
七
二
九
〜
七
四
八
）
未
詳
。 

・ 

や
ど
に
あ
る 

さ
く
ら
の
は
な
は 

い
ま
も
か
も 

ま
つ
か
ぜ
は

や
み 

つ
ち
に
ち
る
ら
む
（
巻
八
・
春
相
聞
・
一
四
六
二
・
厚
見

王
）
同
右
。 

・ 

ほ
と
と
ぎ
す 

か
け
つ
つ
き
み
が 

ま
つ
か
げ
に 

ひ
も
と
き
さ

く
る 

つ
き
ち
か
づ
き
ぬ
（
巻
二
〇
・
四
四
八
八
・
大
伴
宿
称
家

持
）
天
平
勝
宝
八
（
七
五
六
）
年
。 

③ 
 

縁
語
の
類
歌 

・ 

ふ
す
ま
ぢ
を 

ひ
き
で
の
や
ま
に 

い
も
を
お
き
て 

や
ま
ぢ
を

ゆ
け
ば 

い
け
り
と
も
な
し
（
巻
二
・
挽
歌
・
二
一
二
・
柿
本
朝

臣
人
麿
） 

前
出
の
伊
藤
博
氏
に
よ
れ
ば
、
第
二
句
冒
頭
「
ひ
き
で
（
引
手
ま
た

は
引
出
）
」
は
第
三
句
冒
頭
「
妹
」
の
縁
語
と
な
る
、
と
い
う
。
詠
歌

年
代
は
、
文
武
四
（
七
〇
〇
）
年
。 

 

二 

句
切
れ
の
変
遷
と
そ
の
担
い
手 

(

一)
 

句
切
れ
の
定
義 

 

「
複
数
の
文
か
ら
な
る
短
歌
で
、
結
句
（
第
五
句
）
以
外
の
何
句
目

で
文
が
終
わ
っ
て
い
る
か
を
示
す
も
の
。
そ
の
位
置
に
よ
っ
て
、
初
句

切
れ
・
二
句
切
れ
・
三
句
切
れ
・
四
句
切
れ
と
い
う
。
『
万
葉
集
』
の

時
代
は
二
句
切
れ
・
四
句
切
れ
が
、
『
古
今
和
歌
集
』
の
時
代
は
三
句

切
れ
が
、
『
新
古
今
和
歌
集
』
の
時
代
は
初
句
切
れ
・
三
句
切
れ
が
比

較
的
多
い
。
（
後
略
）
」
（
注
１
）
、
と
あ
る
。 

(

二)
 

 

古
今
歌
の
句
切
れ
と
そ
の
担
い
手
と
し
て
の
枕
詞
・
序
詞 

① 
 

万
葉
歌
に
お
い
て
は
、
○ア
初
句
に
置
か
れ
た
枕
詞
が
初
句
切
れ

を
抑
止
（
→
二
句
切
れ
を
誘
導
）
し
、
②
第
三
句
に
置
か
れ
た
枕

詞
及
び
当
該
句
ま
で
に
詠
み
込
ま
れ
た
序
詞
の
働
き
も
借
り
て
三

句
切
れ
を
抑
止
（
→
四
句
切
れ
を
誘
導
）
し
て
い
る
と
見
て
、
句

切
れ
と
枕
詞
・
序
詞
と
は
、
一
方
が
他
方
の
停
止
条
件
と
な
る
い

わ
ゆ
る
「
負
の
相
関
関
係
」
に
あ
る
と
推
定
し
た
が
、
古
今
歌
に



ＵＥＪジャーナル第 37 号（2021 年 10 月 25 日号） 

 Japan Organization for the Promotion of University Extension 

 

 

44 

 

お
い
て
は
、
初
句
は
と
も
か
く
、
第
三
句
に
も
比
較
的
多
数
の
枕

詞
・
序
詞
が
詠
み
込
ま
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
三
句
切
れ
の
増
加

を
抑
止
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
島
田
良
二
氏
（
注

４
）
は
、
「
枕
詞
は
元
来
う
た
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
き
生
き
と
し
た

感
動
を
呼
ぶ
も
の
で
あ
り
、
平
安
時
代
に
お
け
る
か
な
の
普
及
に

よ
る
記
載
文
学
と
化
し
た
和
歌
の
技
巧
は
視
覚
を
通
し
て
の
技
巧

つ
ま
り
掛
け
詞
・
縁
語
・
余
情
表
現
に
焦
点
が
移
る
の
も
う
な
ず

け
る
。
」
と
い
う
。
ま
た
、
三
浦
和
雄
氏
（
注
５
）
は
、
古
今
歌
の

序
詞
に
つ
い
て
、
比
較
的
多
数
の
例
歌
が
「
掛
け
詞
利
用
の
意
味

転
用
の
序
詞
」
と
呼
び
、
句
切
れ
の
担
い
手
と
し
て
よ
り
も
、
歌

意
の
二
重
性
の
担
い
手
と
し
て
の
機
能
を
重
視
す
る
。 

(

三)
 

 

古
今
歌
の
句
切
れ
と
そ
の
担
い
手
と
し
て
の
掛
詞
・
縁
語 

 

古
今
歌
に
お
け
る
掛
詞
・
縁
語
と
い
う
表
現
技
法
が
、
万
葉
歌
に
お

け
る
枕
詞
・
序
詞
と
同
様
に
、
「
句
切
れ
」
と
い
う
深
層
構
造
的
な
表

現
技
法
に
一
定
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
検
討
し
て
み
た

い
。 

① 
 

掛
詞
の
例
歌 

ま
ず
、
古
今
歌
の
掛
詞
が
、
定
義
（
前
記
一

(二 )

）
、
別
表
に
示
し
た

よ
う
に
、
同
音
異
義
式
と
い
う
万
葉
歌
の
枕
詞
の
か
か
り
方
の
一
つ
に

由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
た
だ
し
、
枕
詞
の
用

い
ら
れ
る
位
置
が
初
句
五
音
ま
た
は
第
三
句
五
音
と
決
ま
っ
て
い
て
、

枕
詞
が
か
か
る
特
定
語
句
と
の
間
は
句
切
れ
に
な
ら
な
い
（
→
句
間
が

続
く
）
と
い
う
制
約
は
、
掛
詞
に
は
な
い
。
前
出
の
島
田
良
二
氏
に
よ

れ
ば
、
古
今
歌
に
お
い
て
も
「
人
名
・
地
名
・
神
名
に
か
か
る
枕
詞
が

急
激
に
減
少
も
し
く
は
消
滅
し
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
普
通
名
詞
が
古
今

集
に
多
い
」
、
し
か
も
「
万
葉
と
共
通
に
用
い
ら
れ
て
い
る
枕
詞
は
二

八
種
で
、
そ
の
残
り
の
二
〇
種
が
古
今
で
新
し
く
現
わ
れ
た
枕
詞
で
あ

る
。
そ
れ
に
一
回
だ
け
の
使
用
が
多
く
、
声
調
の
弱
い
も
の
で
あ
る
。
」
、

と
言
う
。 

・ 

を
し
め
と
も 

と
ど
ま
ら
な
く
に 

春
霞 

か
へ
る
道
に
し 

た

ち
ぬ
と
お
も
へ
ば
（
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
三
〇
・
も
と
か
た
（
在

原
元
方
）
） 

第
三
句
五
音
「
春
霞
」
は
、
万
葉
歌
の
枕
詞
で
あ
れ
ば
直
後
の
特
定

語
句
①
同
音
繰
り
返
し
で
地
名
「
春
日
か
す
か
」
に
、
②
霞
が
居
る
意

か
ら
「
居
ゐ
」
と
同
音
の
「
井
ゐ
」
に
、
③
霞
が
立
つ
意
か
ら
「
立
つ
」

に
、
ま
た
、
同
音
を
含
む
地
名
「
龍
田
山
（
ま
た
は
立
田
山
）
」
に
そ

れ
ぞ
れ
か
か
る
が
、
古
今
歌
の
こ
の
歌
で
は
、
第
四
句
に
「
帰
る
道
に

し
」
を
挟
ん
で
「
春
霞
」
を
普
通
名
詞
と
し
た
う
え
で
、
第
五
句
「
た

つ
」
を
春
霞
の
「
立
つ
」
と
、
春
が
帰
路
に
向
か
っ
て
「
出
で
立
つ
」

と
を
か
け
た
掛
詞
と
し
た
。 

・ 

う
き
め
の
み 

お
ひ
て
流
る
る 

浦
な
れ
ば 

か
り
に
の
み
こ
そ 
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あ
ま
は
よ
る
ら
め
（
巻
第
一
五
・
恋
歌
五
・
七
五
五
・
よ
み
人
し

ら
ず
） 

水
に
浮
い
て
い
る
海
藻
に
初
句
「
憂
き
目
」
を
、
第
二
句
「
お
ひ
て
」

に
「
生
ひ
て
」
と
「
負
ひ
て
」
を
、
同
じ
く
「
流
る
る
」
に
「
泣
か
る

る
」
を
、
第
四
句
冒
頭
「
か
り
に
」
に
「
刈
り
に
」
と
「
仮
に
」
を
そ

れ
ぞ
れ
か
け
、
表
面
に
は
「
漁
師
が
浮
き
め
を
刈
り
取
り
に
寄
る
」
、

こ
と
を
詠
み
、
裏
面
で
は
「
憂
き
目
ば
か
り
多
い
不
幸
な
我
が
身
に
は
、

た
わ
む
れ
に
寄
っ
て
く
る
（
男
）
」
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
掛

詞
と
い
う
表
現
技
法
の
ね
ら
い
が
、
句
の
切
れ
続
き
な
ど
構
文
上
に
は

な
く
て
意
味
上
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

・ 

思
ひ
い
で
て 

こ
ひ
し
き
時
は 

は
つ
か
り
の 

な
き
て
わ
た
る

と 

人
し
る
ら
め
や
（
巻
第
一
四
・
恋
歌
四
・
七
三
五
・
大
伴
く

ろ
ぬ
し
（
黒
主
）
） 

久
曽
神
昇
氏
（
注
８
）
に
よ
れ
ば
第
三
句
五
音
「
は
つ
か
り
の
」
は

第
四
句
冒
頭
「
な
き
て
わ
た
る
」
に
か
か
る
枕
詞
と
す
る
が
、
小
沢
正

夫
・
松
田
成
穂
両
氏
（
注
９
）
に
よ
れ
ば
「
雁
が
空
を
鳴
い
て
飛
ぶ
こ

と
」
と
「
作
者
が
恋
人
の
家
付
近
を
泣
い
て
歩
く
こ
と
」
を
言
い
か
け

る
掛
詞
と
す
る
。
日
本
国
語
大
辞
典
（
第
八
巻
・

1016

ペ
ー
ジ
）
で
は
、

「
は
つ
か
り
の
」
は
枕
詞
に
分
類
さ
れ
、
か
つ
、
「
②
雁
が
鳴
き
な
が

ら
渡
っ
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
「
泣
き
渡
る
」
に
か
か
る
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
枕
詞
の
定
義
に
合
致
し
て
い
る
表
現
を
枕
詞
と
せ
ず
、

鑑
賞
者
次
第
の
選
択
で
掛
詞
に
分
類
す
る
こ
と
に
多
少
の
疑
念
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。 

・ 

わ
が
い
ほ
は 

宮
こ
の
た
つ
み 二

句
切
れ

し
か
ぞ
す
む 三

句
切
れ

世
を
う
ぢ
山

と 

人
は
い
ふ
な
り
（
巻
第
一
八
・
雑
歌
下
・
九
八
三
・
き
せ
ん

ほ
う
し
（
喜
撰
法
師
）
） 

前
出
の
久
曽
神
昇
氏
は
「
し
か
ぞ
す
む 

世
を
憂
」
く
思
い
な
が
ら

「
宇
治
山
」
に
住
む
意
で
、
「
う
ぢ
山
」
を
起
こ
す
序
詞
と
す
る
が
、

他
方
、
前
出
の
小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
両
氏
は
第
四
句
「
世
を
う
ぢ
山
」

を
「
世
を
憂
」
と
「
宇
治
山
」
に
か
か
る
掛
詞
と
し
て
い
る
。
日
本
国

語
辞
典
（
第
一
〇
巻
・

753

ペ
ー
ジ
）
で
は
「
世
に
憂
」
（
「
よ
」
の
子

項
目
）
に
、
「
多
く
、
形
容
詞
「
憂
（
う
）
し
」
の
語
幹
と
同
一
の
音

で
は
じ
ま
る
語
に
い
い
か
け
て
用
い
る
。
」
と
あ
る
も
の
の
、
序
詞
と

し
て
用
い
ら
れ
た
か
、
掛
詞
を
用
い
ら
れ
た
か
は
、
に
わ
か
に
判
然
と

し
な
い
。 

② 
 

縁
語
の
例
歌 

ま
ず
、
古
今
歌
の
縁
語
も
、
定
義
、
別
表
に
示
し
た
よ
う
に
同
音
異

義
式
と
い
う
万
葉
歌
の
序
詞
の
か
か
り
方
の
一
つ
か
ら
発
展
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
た
だ
し
、
古
今
歌
の
序
詞
も
万
葉

歌
の
序
詞
と
同
一
と
す
る
と
、
当
該
序
詞
が
、
①
初
句
五
音
ま
た
は
第
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三
句
五
音
を
含
む
場
合
に
は
次
句
の
二
音
以
上
を
取
り
込
む
必
要
が

生
じ
る
か
ら
、
初
句
と
第
二
句
間
、
第
三
句
と
第
四
句
間
の
続
き
（
つ

な
ぎ
目
）
は
よ
り
確
固
と
し
た
も
の
に
な
る
筈
で
あ
る
が
、
縁
語
に
は

そ
う
し
た
制
約
は
な
い
。
萩
谷
朴
氏
（
注
７
）
は
、
「
時
代
が
下
る
に

つ
れ
て
、
書
き
読
む
歌
に
利
用
さ
れ
て
く
る
と
、
そ
の
（
序
詞
の
）
観

念
的
な
技
巧
が
極
端
に
変
わ
っ
て
、
歌
意
の
表
裏
二
重
構
成
に
主
眼
」

が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。 

・ 

梅
花 

に
ほ
ふ
春
べ
は 
く
ら
ぶ
山 

や
み
に
こ
ゆ
れ
ど 

し
る

く
ぞ
有
り
け
る
（
巻
第
一
・
春
歌
上
・
三
九
・
つ
ら
ゆ
き
（
紀
貫

之
）
） 

「
梅
花
に
ほ
ふ
春
べ
は
く
ら
ぶ
山
」
ま
た
は
「
春
べ
は
く
ら
ぶ
山
」

は
名
称
か
ら
暗
い
山
が
考
え
ら
れ
次
句
冒
頭
「
や
み
（
闇
）
」
の
縁
語

と
な
る
こ
と
が
多
い
、
と
さ
れ
る
。 

・ 

露
な
ら
ぬ 

心
を
花
に 

お
き
そ
め
て 

風
吹
く
ご
と
に 

物
思

ひ
ぞ
つ
く
（
巻
一
二
・
恋
歌
二
・
五
八
九
・
つ
ら
ゆ
き
（
紀
貫
之
）
） 

「
露
な
ら
ぬ
心
」
と
は
「
移
り
変
わ
る
こ
と
の
な
い
（
私
ノ
）
愛
情
」

を
言
う
よ
う
だ
が
、
「
露
」
は
「
花
」
の
縁
語
で
相
手
の
女
性
を
暗
に

さ
し
、
「
お
（
置
）
く
」
は
「
露
」
の
縁
語
と
、
一
首
の
中
に
複
数
の

縁
語
が
用
い
ら
れ
、
結
果
的
に
は
句
切
れ
を
抑
止
し
て
い
る
。 

・ 

君
が
名
も 

わ
が
な
も
た
て
じ

 二
句
切
れ

な
に
は
な
る 

み
つ
と
も
い

ふ
な

 四
句
切
れ

あ
ひ
き
と
も
い
は
じ
（
巻
第
一
三
・
恋
歌
三
・
六
四
九
・

よ
み
人
し
ら
ず
） 

前
出
の
久
曽
神
昇
氏
に
よ
れ
ば
第
三
句
冒
頭
「
な
に
は
な
る
」
は
「
み

つ
」
の
枕
詞
と
し
、
前
出
の
小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
両
氏
は
第
五
句
「
み

つ
」
は
「
御
津
」
と
「
見
つ
」
の
掛
詞
、
「
あ
ひ
き
」
は
「
逢
ひ
き
」

と
「
網
ひ
き
」
の
掛
詞
か
つ
後
者
は
「
難
波
」
の
縁
語
と
す
る
が
、
鑑

賞
者
し
だ
い
の
解
釈
に
は
統
計
上
の
疑
惑
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。 

(

四)
 

 

掛
詞
・
縁
語
の
例
歌 

・ 

時
す
ぎ
て 

か
れ
ゆ
く
を
の
の 

あ
さ
ぢ
に
は 

今
は
思
ひ
ぞ 

た
え
ず
も
え
け
る
（
巻
第
一
五
・
恋
歌
五
・
七
九
〇
・
こ
ま
ち
が

あ
ね
（
小
野
小
町
姉
）
） 

前
出
の
小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
両
氏
も
記
述
す
る
と
お
り
、「
「
小
野
」

に
は
作
者
の
氏
の
「
小
野
」
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
」
、
「
歌
の
内
容
、

縁
語
の
多
い
点
も
、
小
町
の
歌
に
似
て
い
る
。
」
、
と
見
る
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
。
第
二
句
冒
頭
「
か
れ
」
は
「
枯
れ
」
と
「
離
れ
」
の
掛
詞
、

第
二
句
中
「
を
の
」
は
小
さ
な
野
原
を
い
う
「
野
」
と
作
者
の
氏
の
「
小

野
」
の
掛
詞
、
第
四
句
冒
頭
「
思
ひ
」
は
「
（
心
の
）
思
ひ
」
と
「
火
」

の
掛
詞
か
つ
第
五
句
中
「
も
え
」
の
縁
語
と
し
た
。
そ
の
「
も
え
」
を

「
（
あ
な
た
を
慕
う
私
の
心
の
火
が
）
燃
え
」
と
「
（
短
い
茅
萱
が
）
萌
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え
」
の
掛
詞
か
つ
第
三
句
冒
頭
「
あ
さ
ぢ
」
の
縁
語
と
し
た
。 

・ 
水
の
あ
わ
の 

き
え
で
う
き
身
と 

い
ひ
な
が
ら 

流
れ
て
猶
も 

た
の
ま
る
る
か
な
（
巻
一
五
・
恋
歌
五
・
七
九
二
・
と
も
の
り
（
紀

智
則
）
） 

前
出
の
久
曽
神
昇
氏
は
初
句
五
音
＋
第
二
句
冒
頭
の
三
音
「
水
の
あ

わ
の
き
え
で
」
ま
で
を
次
の
「
う
き
身
」
を
起
こ
す
序
詞
と
も
ひ
ゆ
と

も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
が
、
同
じ
く
前
出
の
小
沢
正
夫
・

松
田
成
穂
両
氏
は
「
う
き
身
」
の
「
浮
き
」
と
「
憂
き
」
を
か
け
る
掛

詞
と
し
、
「
水
」
の
縁
語
の
「
流
れ
」
に
「
長
ら
へ
」
の
意
を
か
け
、

さ
ら
に
「
泣
か
れ
」
の
意
に
も
か
か
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
鑑

賞
者
の
解
釈
は
同
じ
で
も
統
計
上
の
疑
義
が
生
ず
る
場
合
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
。 

(

五)
 

 

一
応
の
ま
と
め 

・ 

掛
詞
・
縁
語
は
古
今
歌
に
お
け
る
句
切
れ
の
新
し
い
担
い
手
と
し

て
機
能
し
た
か 

前
記
一

（ 三 ）

①
②
で
の
例
歌
の
検
討
結
果
及
び
別
表
下
段
の
数
値
を

見
る
限
り
掛
詞
も
縁
語
も
、
句
切
れ
の
傾
向
と
相
関
関
係
を
見
出
せ
な

か
っ
た
。
い
ず
れ
の
表
現
技
法
も
、
万
葉
歌
に
お
け
る
枕
詞
・
序
詞
の

か
か
り
方
の
う
ち
同
音
異
義
式
に
由
来
し
な
が
ら
、
枕
詞
で
必
要
と
さ

れ
た
標
識
と
し
て
の
機
能
は
軽
視
さ
れ
、
歌
意
の
表
裏
性
、
二
重
性 

 
 

 

( 
 

 
 

 

ボ
ウ
ス
サ
イ
ド
機
能
）
が
重
視
さ
れ
る
表
現
技
法
と
し
て
確
立

さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。 

文
字
が
な
く
音
声
で
和
歌
（
短
歌
）
を
吟
詠
・
唱
和
し
た
万
葉
以
前

の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
い
ち
早
く
そ
の
歌
題
や
語
音
順
な
ど
を
唱
和
者

に
知
ら
せ
る
た
め
、
初
句
五
音
ま
た
は
第
三
句
五
音
の
枕
詞
と
、
そ
の

直

後

の

特

定

語

句

を

標

識

と

し

て

定

め

て

お

く

必

要

が

あ

っ

た 
 

 
 

 

( 
 

 
 

 

サ
イ
ン
機
能
及
び
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
を
抑
止
す
る
機
能
が

あ
っ
た
。
）
。 

和
歌
（
短
歌
）
が
文
字
を
得
た
古
今
以
降
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
吟

詠
・
唱
和
は
続
い
た
も
の
の
、
万
葉
時
代
の
よ
う
な
サ
イ
ン
機
能
の
必

要
性
が
薄
れ
、
初
句
五
音
を
残
し
て
歌
意
を
複
雑
化
さ
せ
る
方
向
に
進

ん
だ
（ 

 
 

 
 

ボ
ウ
ス
サ
イ
ド
機
能
及
び
三
句
切
れ
を
抑
止
す
る
機
能

が
弱
ま
っ
た
。
） 

 
 

 
 

四
句
切
れ
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
。
）
。 

端
的
に
言
え
ば
、
①
枕
詞
（
サ
イ
ン
機
能
）
重
視
の
万
葉
歌
（
句
切

れ
で
は
初
句
切
れ
、
三
句
切
れ
抑
止
）
か
ら
、
②
序
詞
・
掛
詞
・
縁
語

（
ボ
ウ
ス
サ
イ
ド
機
能
）
重
視
の
古
今
歌
（
句
切
れ
で
は
初
句
五
音
の

枕
詞
に
よ
る
初
句
切
れ
抑
止
を
残
し
つ
つ
も
、
三
句
切
れ
の
抑
止
が
弱

ま
っ
た
。
）
へ
と
、
枕
詞
か
ら
（
序
詞
）
・
掛
詞
・
縁
語
へ
の
推
移
（
句

切
れ
で
い
え
ば
万
葉
歌
の
二
句
切
れ
・
四
句
切
れ
か
ら
新
古
今
歌
の
初

句
切
れ
・
三
句
切
れ
へ
の
変
遷
）
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
、
と

い
え
る
だ
ろ
う
。 
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三 

古
今
歌
の
句
切
れ
の
新
し
い
担
い
手 

(

一)
 

古
今
歌
に
お
け
る
句
切
れ
と
表
現
区
分 

 

先
行
す
る
研
究
（
注

10

）
で
、
古
今
歌
の
「
減
ら
な
い
二
句
切
れ
」

と
「
増
え
る
三
句
切
れ
」
に
つ
き
、
「
表
現
区
分
」
と
い
う
概
念
か
ら

接
近
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

① 

古
今
歌
の
「
減
ら
な
い
二
句
切
れ
」 

万
葉
歌
の
二
句
切
れ
は
句
切
れ
計
八
三
五
回
中
三
六
五
回
・

44

％
、

う
ち
短
文
表
現
（
※
１
）
三
一
一
回
・

37

％
、
呼
び
か
け
表
現
二
四

回
・
３
％
、
長
文
（
述
部
の
倒
置
）
表
現
（
※
２
）
三
〇
回
・
４
％
の

と
こ
ろ
、
古
今
歌
の
二
句
切
れ
は
句
切
れ
計
四
六
一
回
中
一
九
九
回
・

43

％
う
ち
短
文
表
現
一
四
六
回
・

32

％
、
呼
び
か
け
表
現
二
六
回
・

６
％
、
長
文
表
現
二
七
回
・
６
％
と
あ
る
の
で
、
結
論
と
し
て
は
、
短

文
表
現
の
５
％
減
少
を
呼
び
か
け
表
現
の
３
％
増
加
と
長
文
表
現
の

２
％
増
加
を
持
っ
て
補
い
、
「
減
ら
な
い
二
句
切
れ
」
を
実
現
し
た
。 

② 

古
今
歌
の
「
増
え
る
三
句
切
れ
」 

万
葉
歌
の
三
句
切
れ
は
句
切
れ
計
八
三
五
回
中
九
〇
回
・

11

％
、
う

ち
短
文
表
現
四
七
回
・
６
％
、
呼
び
か
け
表
現
一
九
回
・
２
％
、
長
文

（
述
部
の
倒
置
）
表
現
二
四
回
・
３
％
の
と
こ
ろ
、
古
今
歌
の
三
句
切

れ
は
句
切
れ
計
四
六
一
回
中
一
六
二
回
・

35

％
、
う
ち
短
文
表
現
一

一
六
回
・

25

％
、
呼
び
か
け
表
現
一
五
回
・
３
％
、
長
文
表
現
三
一

回
・
７
％
と
あ
る
の
で
、
結
論
と
し
て
は
、
短
文
表
現
の
大
幅
な
増
加

と
呼
び
か
け
表
現
、
長
文
表
現
の
小
幅
な
増
加
に
よ
り
「
増
え
る
三
句

切
れ
」
を
実
現
し
た
。 

③ 

古
今
歌
の
「
減
る
四
句
切
れ
」 

万
葉
歌
の
四
句
切
れ
は
句
切
れ
計
八
三
五
回
中
三
六
一
回
・

43

％
、

う
ち
短
文
表
現
二
七
七
回
・

77

％
、
長
文
（
述
部
の
倒
置
）
表
現
四

一
回
・

11

％
、
呼
び
か
け
表
現
四
三
回
・

12

％
の
と
こ
ろ
、
古
今
歌

の
四
句
切
れ
は
句
切
れ
計
四
六
一
回
中
八
〇
回
・

18

％
、
う
ち
短
文

表
現
二
四
回
・
６
％
、
呼
び
か
け
表
現
九
回
・
２
％
、
長
文
表
現
四
七

回
・

10

％
と
あ
る
の
で
、
結
論
と
し
て
は
、
短
文
表
現
の
大
幅
な
減

少
に
呼
び
か
け
表
現
、
長
文
表
現
の
微
減
を
加
え
、
四
句
切
れ
全
体
と

し
て

-17

％
と
い
う
、
ほ
ぼ
半
減
の
状
態
に
至
っ
た
。 

※
１ 

短
文
と
は
、
短
歌
の
一
句
以
上
四
句
以
下
の
長
さ
の
一
続
き
の

核
文
を
さ
す
。 

※
２ 

長
文
と
は
、
短
歌
一
首
の
長
さ
の
一
続
き
の
核
文
を
さ
す
。 

(
二)

 

古
今
歌
に
お
け
る
句
切
れ
と
品
詞
等
区
分 

 
ま
た
、
同
じ
先
行
研
究
で
、
古
今
歌
の
「
増
え
る
三
句
切
れ
」
に
つ

き
、
①
短
歌
に
お
け
る
文
の
構
成
が
、
万
葉
歌
の
上
二
句
＋
下
二
（
ま

た
は
三
）
句
の
２
句
単
位
か
ら
古
今
歌
の
上
三
句
＋
下
二
句
へ
と
大
き
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く
変
遷
し
、
②
構
文
論
的
に
見
て
も
、
万
葉
歌
に
お
け
る
用
言
・
助
動

詞
の
終
止
形
に
よ
る
終
止
か
ら
、
古
今
歌
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
連
体

形
・
已
然
形
に
よ
る
終
止
す
な
わ
ち
「
係
り
結
び
」
の
法
則
が
強
調
表

現
と
し
て
好
ま
れ
た
、
こ
と
を
も
っ
て
、
万
葉
歌
か
ら
古
今
歌
へ
の
句

切
れ
の
推
移
を
説
明
で
き
る
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
万
葉
歌
の

枕
詞
は
形
容
詞
を
初
め
と
す
る
修
飾
語
＋
体
言
・
用
言
と
い
っ
た
語
論

上
の
技
法
で
あ
り
、
古
今
歌
の
序
詞
・
掛
詞
・
縁
語
は
文
論
上
の
技
法

に
推
移
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
万
葉
歌
に
お
け
る
二
句
切
れ
、

四
句
切
れ
か
ら
、
古
今
歌
に
お
け
る
二
句
切
れ
、
三
句
切
れ
へ
の
変
遷

の
背
景
と
し
て
、
①
万
葉
歌
の
枕
詞
の
持
つ
サ
イ
ン
機
能
か
ら
、
序
詞

と
い
う
中
間
的
な
機
能
を
挟
ん
で
、
古
今
歌
の
掛
詞
・
縁
語
の
持
つ
意

味
転
用
の
ボ
ウ
ス
サ
イ
ド
機
能
へ
の
転
換
、
②
文
字
が
な
か
っ
た
万
葉

時
代
の
語
論
的
な
機
能
か
ら
、
文
字
を
得
た
古
今
時
代
以
降
の
文
論
的

な
機
能
へ
の
転
換
と
し
て
も
説
明
し
得
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今

後
の
研
究
の
参
考
ま
で
に
、
古
今
歌
の
掛
詞
・
縁
語
で
句
切
れ
に
か
ら

む
類
歌
を
挙
げ
て
お
く
。 

（
掛
詞
） 

・ 

世

中

は 

な

に

か
つ
ね
な
る

係

り

結

び

 二
句
切
れ

あ

す

か

が

は 

き

の

ふ

ち

ぞ 

け
ふ
は
せ
に

係

り

結

び

な
る
（
巻
第
一
八
・
雑
歌
下
・
九
三
三
・
読
人

し
ら
ず
） 

（
歌
意
）
こ
の
世
の
中
で
は
何
か
不
変
の
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。（
自

然
の
）
飛
鳥
川
で
さ
え
昨
日
の
深
い
淵
が
今
日
は
も
う
浅
い
瀬
に
な
っ

て
い
る
。 

（
構
文
等
）
①
二
句
切
れ
に
よ
り
、
上
二
句
＋
下
三
句
の
万
葉
時
代
の

歌
形
を
残
す
が
、
②
「
あ
す
か
河
」
に
川
の
名
の
「
飛
鳥
」
と
「
あ
す

（
明
日
）
」
を
掛
け
、
か
つ
、
「
明
日
」
を
「
昨
日
」
、
「
今
日
」
の
縁
語

と
し
た
。 

・ 

都
い
で
て 

今
日
み
か
の
原 二

句
切
れ

い
づ
み
河 

か
な
風
さ
む
し 四

句
切
れ

衣
か
せ
山
（
巻
第
九
・
羇
旅
歌
・
四
〇
八
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

（
歌
意
）
都
を
出
発
し
て
、
今
日
、
瓶
の
原
に
着
い
た
。
そ
こ
に
流
れ

る
泉
河
（
現
在
の
木
津
川
）
の
河
風
が
寒
く
身
に
し
み
る
。
鹿
背
山
よ
、

衣
を
貸
し
て
く
れ
。 

（
構
文
等
）
①
二
句
切
れ
・
四
句
切
れ
に
よ
り
、
２
句
単
位
の
万
葉
時

代
の
歌
形
を
残
す
が
、
結
句
に
句
割
れ
で
「
鹿
背
山
」
と
「
衣
貸
せ
」

を
か
け
る
掛
詞
を
用
い
た
。 

・ 

花
見
れ
ば 

心
さ
へ
に
ぞ 

う

係

り

結

び

つ
り
け
る

 三
句
切
れ

い
ろ
に
は
い
で
じ

 四
句
切
れ

人
も
こ
そ
し
れ
（
巻
第
二
・
春
歌
下
・
一
〇
四
・
み
つ
ね
（
凡
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河
内
躬
恒
）
） 

（
歌
意
）
（
色
あ
せ
た
）
花
を
見
て
い
る
と
、
（
自
分
の
）
心
ま
で
も
が

（
他
の
）
人
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
。
（
そ
の
移
り
気
を
）
顔
色
に
は
出

す
ま
い
。
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
か
ら
。 

（
構
文
等
）
三
句
切
れ
に
よ
っ
て
上
三
句
＋
下
二
句
の
古
今
歌
の
歌
形

を
と
り
つ
つ
、
四
句
切
れ
に
よ
っ
て
万
葉
歌
の
歌
形
も
残
そ
う
と
す
る
。

第
三
句
「
移
る
」
も
第
四
句
「
色
」
も
「
花
」
の
縁
語
で
、
「
花
」
と

「
（
自
分
の
）
心
」
と
を
表
裏
の
関
係
と
し
て
、
典
型
的
な
ボ
ウ
ス
サ

イ
ド
機
能
を
駆
使
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。 

・ 

我

の

み

や 

世
を
う
ぐ
ひ
す
と 

な
き
わ
び

係

り

結

び

む

 三
句
切
れ

人

の

心

の 

花
と
ち
り
な
ば
（
巻
第
一
五
・
恋
歌
五
・
七
九
八
・
そ
せ
い
（
素

性
）
法
師
） 

（
歌
意
）
私
だ
け
が
こ
の
世
の
中
を
憂
い
て
、
鶯
の
よ
う
に
泣
き
嘆
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
の
人
の
心
が
衣
と
な
っ
て
散
っ
て
し
ま
っ
た

な
ら
ば
。 

（
構
文
等
）
①
三
句
切
れ
に
よ
り
上
三
句
＋
下
二
句
の
古
今
時
代
の
歌

形
を
と
り
、
②
第
二
句
「
世
を
う
ぐ
ひ
す
と
」
の
「
う
」
を
「
憂
」
と

「
鶯
」
の
「
う
」
と
を
掛
け
た
掛
詞
と
し
、
「
花
」
を
「
鶯
」
の
縁
語

と
し
た
が
、
こ
の
掛
詞
も
縁
語
も
、
三
句
切
れ
の
形
成
に
は
殆
ど
を
寄

与
し
て
い
な
い
。 

・
紅
に 

そ
め
し
心
も 

た
の
ま
れ
ず

 三
句
切
れ

人
を
あ
く
に
は 

う
つ
る

て
ふ
な
り
（
巻
第
一
九
・
雑
体
・
一
〇
四
四
・
よ
み
人
し
ら
ず
） 

（
歌
意
）
（
ま
つ
か
に
染
ま
っ
た
あ
な
た
の
）
誠
心
も
頼
み
に
は
な
ら

な
い
。
灰
汁
で
洗
え
ば
（
赤
染
の
）
色
も
あ
せ
る
と
い
う
し
、
人
を
飽

き
る
と
、
他
の
人
に
心
移
り
し
て
い
く
と
い
う
。 

（
構
文
等
）
①
三
句
切
れ
に
よ
り
上
三
句
＋
下
二
句
の
古
今
時
代
の
歌

形
を
と
り
、
②
第
四
句
「
人
を
あ
く
」
の
「
あ
く
」
に
、
「
飽
く
」
と

「
灰
汁
（
あ
く
）
」
を
掛
け
た
掛
詞
と
し
、
「
移
る
て
ふ
」
の
「
移
る
」

は
「
紅
（
色
）
」
の
縁
語
と
し
た
が
、
こ
の
掛
詞
も
縁
語
も
三
句
切
れ

の
形
成
に
は
無
関
係
と
み
ら
れ
る
。 

 

四 

お
わ
り
に 

 

古
今
歌
に
あ
っ
て
は
、
①
枕
詞
は
初
句
五
音
の
も
の
に
限
り
初
句
切

れ
の
抑
止
に
あ
る
程
度
寄
与
し
て
い
る
も
の
の
、
第
三
句
五
音
の
枕
詞
、

七
音
以
上
の
序
詞
と
も
に
、
○ア
枕
詞
の
普
通
名
詞
化
、
○イ
序
詞
の
一
つ

と
し
て
「
掛
詞
利
用
の
意
味
転
用
」
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

枕
詞
・
序
詞
が
固
有
し
た
サ
イ
ン
機
能
が
弱
ま
り
、
表
現
の
表
裏
性
・

二
重
性
を
基
に
し
た
ボ
ウ
ス
サ
イ
ド
機
能
が
強
ま
っ
て
、
句
切
れ
へ
の
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寄
与
を
殆
ど
失
っ
た
こ
と
が
自
明
と
な
っ
た
。
ま
た
、
古
今
歌
の
時
代

か
ら
発
達
し
た
掛
詞
・
縁
語
は
と
も
に
、
意
味
の
表
裏
・
二
重
性
は
い
く
ら
追
求

し
て
も
句
切
れ
に
は
殆
ど
関
与
せ
ず
、
古
今
歌
以
降
の
句
の
切
れ
続
き
は
、
①

短
文
型
の
重
視
、
②
呼
び
か
け
表
現
や
倒
置
表
現
な
ど
主
・
述
の
逆
転
、
③
述

語
と
な
る
用
言
・
助
動
詞
の
終
止
法
で
は
終
止
形
よ
り
も
係
り
結
び
に
用
い
ら

れ
る
連
体
・
已
然
形
に
よ
る
終
止
が
重
視
さ
れ
る
等
に
因
る
面
が
大
き
い
こ
と

も
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
④
題
材
の
中
心
と
な
る
語
句
が
第
三
句
（
中

実
）
に
あ
っ
て
、
そ
の
語
句
の
上
下
に
関
わ
る
構
成
を
も
つ
こ
と
が
三
句
切
れ
を

増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 
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注
１ 

山
口
堯
二
・
鈴
木
日
出
男
編
『
全
訳
全
解
古
語
辞
典
』
二
〇
〇
四
・
一

〇
・
一
・
文
英
堂 

注
２ 
伊
藤
博
校
注
『
万
葉
集
』
上
・
下
巻
・
昭
和
３
・
10
・
角
川
学
芸
出
版 

注
３ 
中
西
進
『
万
葉
集
・
全
訳
注
・
原
文
付
』

(一 )
〜

(四 )
・
昭

53
・
８
・
15
・
講
談

社 

注
４ 

島
田
良
二
『
月
刊 

文
法
』
「
修
辞
法
の
再
検
討
」
「
枕
詞
」
昭

44
・
２
・
明

治
書
院 

注
５ 

三
浦
和
雄
『
同
右
』
「
同
右
」
「
序
詞
」
同
右 

注
６ 

井
斗
至
『
同
右
』
「
同
右
」
「
掛
け
詞
」
同
右 

注
７ 

萩
谷
朴
『
同
右
』
「
同
右
」
「
縁
語
」
同
右 

注
８ 

久
曽
神
昇
『
古
今
和
歌
集

(一 )
〜

(四 )
（
全
訳
注
）
』
一
九
七
九
・
九
・
一

〇
・
講
談
社 

注
９ 

小
沢
正
夫
・
松
田
成
穂
校
注
・
訳
『
古
今
和
歌
集
』
一
九
九
四
・
一
一
・

二
〇
・
小
学
館 

注
１
０ 

拙
稿
「
和
歌
（
短
歌
）
の
表
現
技
法 

古
今
短
歌
の
「
減
ら
な
い
二
句

切
れ
」
と
「
増
え
る
三
句
切
れ
」
に
関
す
る
一
考
察
」
『UE

J
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

第
三
五
号
・
二
〇
二
一
・
三
・
一
・
全
日
本
大
学
開
放
推
進
機
構 

（
テ
ク
ス
ト
） 

（
１
） 

万
葉
歌
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
国
家
大
観
』
第
二
巻
・
昭

59
・
３
・
角
川
書

店
の
う
ち
「
詠
歌
年
代
が
明
ら
か
な
二
〇
九
五
首
（
土
屋
文
明
編
『
萬
葉

集
年
表
』
第
二
版
・
昭

59
・
３
・
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。 

（
２
） 

古
今
歌
に
つ
い
て
は
、
『
新
編
国
家
大
観
』
第
一
巻
・
昭

58
・
３
・
角
川
書

店
の
う
ち
墨
消
歌
一
一
首
を
除
く
一
〇
九
一
首
に
よ
る
。 

浅 

岡 

純 

朗 

（
あ
さ
お
か 

す
み
あ
き
） 

 

1 937 

年 

、 

神 

奈 

川 

県 

生 

ま 

れ 

。 

私 

立 

桐 

朋 

高 

校 

卒 

業 

、 

東 

京 

都 

立 

大 

学 

人 

文 

学 

部 

国 

文 

科 

卒 

業 

。 

1 959 

年 

、 

厚 

生 

省 

入 

省 

、 

社 

会 

保 

険 

庁 

地 

方 

課 

長 

を 

経 

て 

1 994 

年 

に 

退 

官 

。
全 

国 

国 

民 

年 

金 

福 

祉 

協 

会 

連 

合 

会 

、
東 

京 

都 

社 

会 

保 

険 

労 

務 

士 

会 

常 

任 

理 

事 

を 

経 

て 

、 

2 004 

年 

二 

松 

学 

舎 

大 

学 

大 

学 

院 

博 

士 

課 

程 

に 

進 

学 

し 

、 

2 009 

年 

後 

期 

課 

程 

単 

位 

取 

得 

退 

学 

。 

現 

在 

、 

全 

日 

本 

大 

学 

開 

放 

推 

進 

機 

構 

監 

事 

、 

古 

典 

和 

歌 

研 

究 

者 

。 

主 

要 

論 

文 

：
「
接 

続 

詞 

「
て 

」
か 

ら 

み 

た 

短 

歌 

の 

文 

体 

的 

変 

遷 

に 

関 

す 

る 

考 

察 

―
― 

万 

葉 

短 

歌 

か 

ら 

新 

古 

今
ま 

で 

」
（
『
生 

涯 

学 

習 

フ 

ォ 

ー 

ラ 

ム 

』
第 

4 

巻 

第 

2 

号 

、 

2001 

年 

3 

月 

）
； 

「
修 

辞 

法 

か 

ら 

読 

み 

解 

く 

和 

歌 

史
―
― 

古 

典 

和 

歌 

の 

句 

切 

れ 

続 

き 

に 

関 

す 

る 

一 

考 

察 

」
（
同 

前 

誌 

、 

第 

10 

巻 

第 

1 

・
第 

2 

合 

併 

号 

、 

2008 

年 

3 

月 

）
； 

「
社 

会 

人 

か 

ら 

大 

学 

院 

生 

へ
、
そ 

し 

て 

課 

程 

を 

終 

え 

て
―
― 

65 

歳 

か 

ら 

の 

人 

生 

」
（
『
Ｕ 

Ｅ 

Ｊ 

ジ 

ャ 

ー 

ナ 

ル 

』
第 

2 

号 

（ 

2011 

年 

10 

月 

）
； 

「
和 

歌 

（
短 

歌 

）

に 

お 

け 

る 

句 

切 

れ 

と 

そ 

の 

原 

因 

と 

な 

っ
た 

表 

現 

に 

か 

か 
る 
最 

終 

的 

考 

察 

」
（
同 

前 

誌 

、
第 

23 

号 

、 

2017 

年 

4
月 

）
； 

「
和 

歌 
（
短 

歌 

）
の
表
現
技
法-

-

古 

今 

短 

歌 

の 

「 

減 

ら 

な 

い 

二 

句 

切 

れ 
」 
と 

「 

増 

え 

る 

三 

句 

切 

れ 

」 

に 

関 

す 

る 

一 

考 

察 

」

（
同 

前 

誌 

、
第 
35 

号 

、 

2021 

年 

3 

月 

） 



① ② 掛詞 縁語 計 ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ② ① ②

19 2 1 2076 99 330 70 16 5 3 0 335 53 16

365 44 17 1730 83 64 42 4 64 10 4

90 11 4 2005 96 143 30 7 74 48 4 217 35 11

361 43 17 1734 83 10 7 1 10 2 1

835 100 10 7545 100 90 473 100 6 153 100 2 626 100 8

（458） （159）

20 4 2 1071 98 83 60 8 9 8 1 92 36 9 33 18 3 2 3 0 35 15 3

199 43 18 2 3 5 892 82 38 33 3 38 15 4 43 24 5 11 19 1 54 23 6

162 35 15 9 9 929 85 55 40 6 54 47 6 109 43 12 30 17 3 31 53 3 61 26 7

80 18 7 3 3 1011 93 15 13 1 15 6 1 73 41 7 14 24 1 87 36 9

461 100 11 5 12 17 3903 100 89 138 100 4 116 100 3 254 100 7 179 100 5 58 100 1 237 100 6

（137） （121） （148） （49）

ＵＥＪジャーナル 第37号

構成比

無句切れ歌

縁語

区分

句切れ

構成比

句の切れ（句切れ)

句切れを

除く

つなぎ目

構成比 掛詞＋

縁語

構成比

初句切れ

第二句・第三句

序詞

構成比 枕詞+

序詞

構成比

掛詞

構成比(参考)うち関連する

句と句とのつなぎ目 句切れ

構成比

枕詞

三句切れ

四句切れ

万

葉

集

二句切れ

三句切れ

四句切れ

句切れ計

2095

770

1325

　初句・第二句

第三句・第四句

第四句・第五句

万葉歌数

句切れ歌

古

今

歌

698

別表　詠歌年代が明らかな万葉歌及び古今歌における句の切れと続き

句切れ計

古今歌数

句切れ歌

無句切れ歌

1091

343

　初句・第二句

第二句・第三句

第三句・第四句

第四句・第五句

初句切れ

二句切れ


